
 みなさんは約１ヶ月間、有意義な夏休みを過ごせまし 

たか？ 

 調理場では、衛生管理や調理の研修会を行い、食器み 

がきや大掃除をして夏休み明けの給食に向けて準備をしていました。 

今月も暑い日が続くので、熱中症にならないよう、こまめに水分補給をしま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年８月２４日 

函館市立椴法華中学校 

栄養教諭 石井咲也子 



 ８月３１日は「や（８）さい（３１）の日」です。 

給食では、旬の野菜を取り入れるよう献立の工夫をしていますが、ご家庭でも

旬の野菜を積極的に取り入れましょう。 

 

◆おいしく、 

栄養価が高い！ 

例えば、冬が旬のほうれん草

は、寒さにあたることで甘味

や栄養が増し、夏にとれるも

のよりも、ビタミンＣが約３ 

倍多くなります。 

◆体によい効果がある！ 

夏野菜は体を冷やし、疲労回

復や食欲増進などの作用が

ある一方、冬野菜は体を温

め、冷え性や風邪を予防する

など、季節に合った働きをし

てくれます。 

◆価格が安く、 

環境に優しい！ 

その土地の気候に合わせて

栽培することで、栽培にか

かる費用やエネルギーが少

なく済みます。また、たく

さん収穫できるので、価格

が安くなります。 

※産地やその年の気候などによって、旬の時期は変わります。 

※日本食品標準成分表で「いも類」「きのこ類」に含まれる作物も記載しています。 


